
第三セクター等経営健全化方針に基づく取組状況（令和４年度） 

 

 

１ 第三セクター等の概要 

  法 人 名  株式会社ひがし振興公社 

  代表者名  代表取締役 圓谷 光昭 

  所 在 地  福島県白河市東釜子字狐内47番地 

  設立年月日  平成6年9月1日 

  資 本 金  1,100万円 

         【当該地方公共団体の出資額（出資割合）1,000万円(90.9%)】 

  業務内容  きつねうち温泉健康館、東交流宿泊館、東文化センター、東図書館の施設の維持 

         管理及び運営管理 

 

 

２ 経営健全化方針を策定した理由 

   株式会社ひがし振興公社（以下「公社」という。）は、平成29年度決算において債務超過額が 

 29,182千円となっていること、また、引き続き第三セクターで事業を行うことが適切であることと判断し

たため、経営健全化方針を策定したものです。 

 

 

３ 財政的リスクの状況                             （単位：千円） 

   令和３年度 

決算 

令和４年度 

決算 

目標達成年度 

（令和15年度） 

債務超過額 ２１，２７５ ３５，２４８ ０ 

  ※令和元年度から５年度までを健全化計画１期間（５年間）とし、年間1,500千円以上の経常利益を 

目指し，その上で第２期間（１０年間）を含む１５年間で債務超過の解消を目指します。 

 

 

４ 主な取組状況 

   収支の改善対策として、割引入浴券の販売や、仕入れの見直し等による販売費及び一般管理費の 

  縮減、計画的な情報発信、定期的かつ季節に合わせたイベント開催、顧客のニーズ調査の実施による 

  新たなサービスの創出、ニーズや季節に合わせた食事の提供を行い顧客の確保に努めました。 

   また、来場者からイスに座っての飲食（宴会）希望が多くあったため、県交付金を活用し令和元年度 

  にイスとテーブルの導入し集客を図りました。 

   なお、借入金（令和４年度末残高）８，１２５千円は、令和８年度までに返済し経営の改善を図りま

す。 

 



５ 法人の財務状況 

  （賃借対照表から）                             （単位：千円） 

 令和３度決算 令和４年度決算 

資産額 ２９，２１４ １３，７８７ 

 流動資産 

固定資産 

１７，０６５ 

１２，１４９ 

５，８４９ 

７，９３８ 

負債額 ５０，４８９ ４９，０３６ 

 流動負債 

固定負債 

３８，７５０ 

１１，７３９ 

４０，２００ 

８，８３６ 

純資産額 △２１，２７５ △３５，２４８ 

 資本金 

利益剰余金 

１１，０００ 

△３２，２７５ 

１１，０００ 

△４６，２４８ 

 

  （損益計算書から）                             （単位：千円） 

 令和３年度決算 令和４年度決算 

経常収益 １５０，４６４ １６５，０５９ 

経常費用 １５０，０９２ １７８，８４６ 

経常利益（損失） ３７２ １３，７８７ 

法人税等 １８５ １８５ 

当期利益（損失） １８７ １３，９７２ 

 

 


